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出雲弥生の森博物館だより
IZUMO　YAYOINOMORI　MUSEUM

季 刊
弥 生 の 出 雲 王 に 出 会 え る

第 53 号
（2024 年 4 月）

よすみちゃん

第53号

　

缶
バ
ッ
ジ
づ
く
り　
　

10
時
～
15
時

　

出
雲
科
学
館
が
や
っ
て
く
る
！
勾
玉

　

せ
っ
け
ん
を
つ
く
ろ
う
10
時
～
15
時

　

よ
す
み
ち
ゃ
ん
と
写
真
を
撮
ろ
う

10
時
～
16
時

　

博
物
館
探
検
隊10

時
05
分
～
11
時
05
分

　

よ
す
み
ち
ゃ
ん
ク
イ
ズ
13
時
～
14
時

　

展
示
ガ
イ
ド
サ
ー
ビ
ス

●
常
設
展
館
長
ガ
イ
ド　

10
時
～
11
時

●
企
画
展　
　
　
　
　
　

11
時
～
12
時

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展　

13
時
～
13
時
30
分

●
速
報
展　
　
　
　

14
時
～
14
時
30
分

　

西
谷
墳
墓
群
ガ
イ
ド
サ
ー
ビ
ス

10
時
～
15
時

４
月
28
日（
日
）・
29
日（
月
・
祝
）

　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
探
し　

10
時
～
15
時

　

屋
台
村
・
喫
茶
コ
ー
ナ
ー10

時
～
15
時

　

※
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
は
28
日
の
み

５
月
３
日（
金
・
祝
）～
５
日（
日
）

　

キ
ャ
ラ
探
し
ス
ー
パ
ー

５
月
６
日（
月
・
休
）

　

缶
バ
ッ
ジ
・
勾
玉
づ
く
り

　

よ
す
み
ち
ゃ
ん
折
り
紙
づ
く
り

10
時
～
12
時
・
13
時
～
15
時

５
月
３
日（
金
・
祝
）～
６
日（
月
・
休
）

　
「
よ
す
み
ち
ゃ
ん
」「
み
す
よ
ち
ゃ
ん
」

　

と
写
真
を
撮
ろ
う

４
月
28
日（
日
）

４
月
29
日（
月
・
祝
）

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

三
谷
神
社
獅
子
舞
保
存
会　

子
ど
も
獅
子
舞　
　

９
時
30
分
～
10
時

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

出
雲
商
業
高
校
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　

９
時
30
分
～
10
時

出
雲
市
市
制
施
行
20
周
年
記
念

出
雲
弥
生
の
森
ま
つ
り
２
０
２
４

　

Ｘ
＋（
え
く
す
と
）ス
テ
ー
ジ
ラ
イ
ブ

　
　

①
11
時
～
11
時
30
分

　
　

②
14
時
～
14
時
30
分

　

古
代
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

10
時
～
15
時

　

ミ
ニ
丁
銀
づ
く
り

古
代
出
雲
歴
史
博
物
館

　

銅
剣
・
銅
繹
プ
ラ
板
づ
く
り

荒
神
谷
博
物
館

　

拓
本
エ
コ
バ
ッ
グ
づ
く
り

八
雲
立
つ
風
土
記
の
丘

　

勾
玉
消
し
ゴ
ム
づ
く
り

出
雲
弥
生
の
森
博
物
館

　

火
起
こ
し
体
験　
　
　

10
時
～
15
時

無料無料無料無料無料無料

無料無料 無料 無料 無料

無料 有料

有料

日程が変わる
場合があるよ
最新情報は
HPをみてね

有料有料

Key サポート　SASAGU

Vo,Gt　日高 慎二
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第53号

「
科
学
の
力
で
解
き
明
か
す

出
雲
の
歴
史
」

★
春
季
企
画
展

★
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
作
品
募
集
中

赤鞘の大刀の
復元品と実物（右）

過去の市民ギャラリーの様子

小さな模型展示会

金銅冠の実物と復元品（右）

　

出
雲
弥
生
の
森
博
物
館
で
は
開
館
以

来
、
１
４
０
の
企
画
展
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー

展
を
開
催
し
、
出
雲
の
歴
史
を
紹
介
し

て
き
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
遺
跡
か
ら

の
出
土
品
を
中
心
に
展
示
し
た
も
の
で

す
。
土
の
中
に
埋う

も
れ
て
い
た
出
土
品

は
、
材
質
に
よ
っ
て
錆さ

び

び
た
り
、
朽く

ち

た
り
し
、
色
や
形
が
変
わ
っ
て
し
ま
う

も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
人
間
の
眼
だ

け
で
は
、
こ
れ
ら
の
使
用
時
の
姿
や
作

り
方
を
解
明
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
今
回
着
目
す
る
の
が
「
科
学
の

眼
」
で
す
。
こ
れ
ま
で
当
館
で
も
人
間

の
眼
と
科
学
の
眼
を
使
っ
て
、
展
示
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
奈
良

県
立
橿か

し
は
ら
こ
う
こ
が
く

原
考
古
学
研
究
所
と
協
力
し
て

行
っ
た
、
重
要
文
化
財
の
上か

み
え
ん
や
つ
き
や
ま

塩
冶
築
山

古こ
ふ
ん墳（

出
雲
市
上
塩
冶
町
）出
土
品
の
科

学
調
査
成
果
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

博
物
館
で
は
、
出
雲
市
内
で
活
動
さ

れ
て
い
る
み
な
さ
ま
の
成
果
を
発
表
す

る
場
と
し
て
、「
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

を
設
け
て
い
ま
す
。

　

博
物
館
を
利
用
し
て
、
み
な
さ
ま
の

作
品
を
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

〇
使
用
料
金　

無
料

〇
使
用
期
間　

原
則
15
日
間

 （�

休
館
日
に
火
曜
日
に
準
備
し
、
２
週

間
後
の
休
館
日
の
火
曜
日
に
撤
去
）

〇
展
示
期
間　

原
則
12
日
間

 （�

使
用
期
間
か
ら
、
準
備
日
及
び
休
館

日
を
除
き
ま
す
）

〇
展
示
面
積　

お
お
む
ね
６
ｍ
×
２
ｍ

〇
貸
出
備
品　

①
展
示
パ
ネ
ル
板 

６
枚

②
展
示
用
机　
　

 

６
台

③
展
示
机
用
白
布 

６
枚

④
イ
ー
ゼ
ル　
　

 

２
台

※
詳
し
く
は
、
博
物
館

　

ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

開
催
中
～
５
月
20
日（
月
）

　

当
古
墳
は
、
１
４
０
０
年
前
に
築
造

さ
れ
た
出
雲
平
野
を
治
め
た
豪
族
の
墓

で
す
。
こ
こ
か
ら
金こ

ん
ど
う
か
ん

銅
冠
が
出
土
し
ま

し
た
。
冠

か
ん
む
りは

金
色
と
緑
色
の
部
分
が
あ

り
、
材
質
を
調
べ
る
た
め
、
目
に
見
え

な
い
X
線
を
照
射
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
主
な
成
分
は
金
と
銅
で
、
わ
ず
か

に
水
銀
を
確
認
し
ま
し
た
。
冠
の
本
体

は
銅
板
で
、
表
面
を
金
で
覆お

お

っ
た
構
造

で
し
た
。
緑
色
は
銅
の
錆
び
で
す
。

　

こ
の
構
造
は
、
次
の
化
学
変
化
を

使
っ
て
作
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
固
体

の
金
と
液
体
の
水
銀
を
混
ぜ
る
と
、
銀

色
の
柔
ら
か
い
合
金
が
で
き
ま
す
。
こ

れ
を
銅
の
表
面
に
薄
く
伸
ば
し
、
火
に

か
ざ
す
と
水
銀
が
蒸
発
し
、
銅
の
表
面

が
金
色
に
変
化
し
ま
す
。
金
属
の
化
学

変
化
を
利
用
し
て
、
金こ

ん
ど
う
ば
ん

銅
板
を
作
り
黄

金
の
冠
が
で
き
あ
が
っ
た
の
で
す
。　

　

こ
の
他
、「
赤あ

か
ざ
や鞘

の
大
刀
」
が
出
土

し
て
い
ま
す
。
材
質
調
査
や
顕
微
鏡
に

よ
る
観
察
の
結
果
、
鞘
に
は
布
が
巻
か

れ
、
そ
の
上
に
赤
色
顔
料（
水
銀
朱
）が

塗
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
所
々

に
金
銅
板
の
飾
り
が
付
き
ま
す
。

　

科
学
調
査
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た

「
赤
鞘
の
大
刀
」は
珍
し
く
、
貴
重
な
発

見
に
な
り
ま
し
た
。
通
常
、
鞘
は
腐
食

し
て
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
こ

の
大
刀
で
は
よ
く
残
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
他
、
西に

し
だ
に谷

３
号
墓
の
赤
色

顔
料
や
ガ
ラ
ス
管
玉
、
猪い

の
め
ど
う
く
つ
い
せ
き

目
洞
窟
遺
跡

の
人
骨
な
ど
の
科
学
調
査
の
成
果
を
展

示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
科
学

の
力
が
解
き
明
か
す
出
雲
の
歴
史
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
（
坂
本 

豊
治
）
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第53号

「
発
掘
！
斐
川
の
群
集
墳

―

結
本
谷
古
墳
群
の
発
掘
調
査
速
報
―

」

船
で
届
く〝
甘
さ
と
し
ょ
っ
ぱ
さ
〟

★
速
報
展

★
古
文
書
の
森
を
ゆ
く
⑱

　

結む
す
び
ほ
ん
だ
に

本
谷
古
墳
群
（
出
雲
市
斐ひ

か
わ川

町
直な

お

江え

）
は
、
仏ぶ

っ
き
ょ
う
さ
ん

経
山
か
ら
北
へ
の
び
る
丘

陵
上
に
築
か
れ
た
、
15
基
以
上
の
古
墳

か
ら
な
る
古
墳
群
で
す
。
出
雲
斐
川
イ

ン
タ
ー
企
業
団
地
の
造
成
事
業
に
伴

い
、
２
０
２
２
・
２
３（
令
和
４
・
５
）年

に
１
・
２
号
墳
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
１
・
２
号
墳
は
墳
丘

規
模
10
ｍ
前
後
の
方
墳
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
埋
葬
施
設

は
２
基
ず
つ
確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
棺

の
痕
跡
や
副
葬
品
は
見
つ
か
っ
て
い
ま

せ
ん
。
な
お
、
２
号
墳
の
東
斜
面
の
下

方
か
ら
ヒ
ス
イ
勾ま

が
た
ま玉

や
鉄て

っ
ぷ斧

が
出
土
し

て
お
り
、
こ
れ
ら
は
埋
葬
施
設
か
ら
流

出
し
た
副
葬
品
の
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
１
号
墳
で
採
取
し
た
木
炭

　

現
在
で
は
日
常
的
に
料
理
や
お
菓
子

作
り
に
使
用
さ
れ
て
い
る
塩
と
砂
糖
。

近
世
ま
で
庶
民
に
と
っ
て
甘
い
物
は
ぜ

い
た
く
品
で
あ
り
、
特
別
な
日
に
し
か

食
べ
ら
れ
な
い
ご
馳
走
で
し
た
。一
方
、

塩
は
身
近
で
生
活
に
欠
か
せ
な
い
物
で

し
た
。

　

江
戸
時
代
の
廻
船
業
者
が
取
り
扱
っ

て
い
た
品
物
の
相
場
表
や
、
船
頭
の
手

紙
を
見
る
と
、「
黒
砂
糖
」「
白
砂
糖
」

「
三
盆
」「
焚
込
」
な
ど
様
々
な
砂
糖
の

品
名
が
並
ん
で
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
品
質

や
種
類
に
よ
っ
て
取
引
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
例
え
ば
「
三
盆
」

は
今
で
い
う
「
和
三
盆
」
の
こ
と
で
、

和
菓
子
作
り
に
使
わ
れ
る
き
め
の
細
か

い
砂
糖
で
、
現
在
で
も
高
級
品
で
す
。

　

暖
か
い
地
域
で
育
つ
サ
ト
ウ
キ
ビ
か

ら
作
ら
れ
た
黒
砂
糖
は
琉
球（
沖
縄
）か

ら
薩
摩（
鹿
児
島
）を
経
由
し
て
輸
入
さ

れ
、
大
坂
市
場
に
集
め
ら
れ
た
後
、
売

買
さ
れ
て
全
国
へ
流
通
し
て
い
ま
し

た
。
や
が
て
、
江
戸
中
頃
か
ら
幕
府
の

奨
励
に
よ
り
日
本
国
内
の
温
暖
な
地
域

で
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培
が
始
ま
る
と
、

讃
岐（
香
川
県
）と
阿
波（
徳
島
県
）に
代

表
さ
れ
る
各
地
域
で
白
砂
糖
の
生
産
が

盛
ん
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

開
催
中
～
５
月
27
日（
月
）

　

一
方
、
塩
は
日
々
の
食
事
か
ら
食
材

の
長
期
保
存
、
或
い
は
神
事
に
も
使
わ

れ
る
な
ど
幅
広
い
用
途
が
存
在
し
ま
し

た
。
塩
の
名
産
地
は
播
磨（
兵
庫
県
）の

赤
穂
に
代
表
さ
れ
る
瀬
戸
内
海
沿
岸
で

多
く
作
ら
れ
「
十
州
塩
」
と
呼
ば
れ
ま

し
た
。
瀬
戸
内
海
沿
岸
で
作
ら
れ
た
塩

は
北
前
船
に
よ
っ
て
北
国
へ
運
ば
れ
て

売
ら
れ
て
お
り
、
実
際
に
北
陸
で
塩
を

売
っ
た
記
録
が
多
伎
町
に
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
長
門（
山
口
県
）へ
塩
の
買

付
け
に
出
た
廻
船
が
遭
難
し
、
長
門
の

人
々
に
助
け
ら
れ
た
記
録
も
大
社
町
鷺

浦
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

塩
と
砂
糖
は
今
も
昔
も
変
わ
ら
ず
、

生
活
に
不
可
欠
な
も
の
。
料
理
を
お
い

し
く
す
る
だ
け
で
な
く
、
文
化
や
流
通

の
流
れ
と
そ
の
変
化
も
教
え
て
く
れ
る

も
の
な
の
で
す
。　
　
　

(

荒
川 

英
里
）

塩作りの様子『東海道五十三次』葛飾北斎
（国立国会図書館デジタルコレクションより）

片
の
年
代
測
定
結
果
と
、
近
隣
の
古
墳

群
の
築
造
時
期
が
ほ
ぼ
一
致
し
た
こ
と

か
ら
、
１
・
２
号
墳
は
古
墳
時
代
中
期

～
後
期
前
半（
５
世
紀
～
６
世
紀
中
頃
）

に
築
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　

結
本
谷
古
墳
群
を
は
じ
め
と
し
て
、

斐
川
町
の
丘
陵
地
帯
に
は
古
墳
時
代
中

期
（
５
世
紀
）
以
降
、
狭
い
区
域
に
密

集
し
て
築
か
れ
た
古
墳
群
（
群ぐ

ん
し
ゅ
う
ふ
ん

集
墳
）

が
多
く
分
布
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
群
集

墳
に
は
ど
の
よ
う
な
人
々
が
葬
ら
れ
た

の
で
し
ょ
う
か
。今
回
の
速
報
展
で
は
、

結
本
谷
古
墳
群
の
調
査
に
加
え
、
過
去

に
行
わ
れ
た
群
集
墳
の
調
査
成
果
も
ふ

ま
え
て
、
そ
の
謎
に
迫
り
ま
す
。

（
下
江 

裕
貴
）

結本谷１号墳の全景（南東から撮影）

２号墳の東斜面から出土した
ヒスイ勾玉（原寸大）
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（発行）出雲弥生の森博物館
2024年4月

〒 693-0011
島根県出雲市大津町2760

（TEL） 0853-25-1841
（FAX） 0853-21-6617
（E-mail） yayoi@city.izumo.lg.jp
http://www.city.izumo.shimane.jp/yayoinomori
● 入 館 料 / 無 料
● 開館時間 / 9：00～17：00
　　　　　　（入館は16：30 まで）
● 休 館 日 / 火曜日
　　　　　　（祝日の場合は翌平日）
　　　　　　年末年始

第53号

　

今
尾
恵
介
さ
ん
著
『
地
図
バ
カ
』
に

鉄
道
の
駅
名
変
化
を
取
り
上
げ
た
一
節

が
あ
る
。
紀
和
鉄
道（
現
JR
和
歌
山
線
）

の
名
倉
駅
は
「
高
野
山
の
入
口
」
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
た
め
高
野
口
駅
に
改
称

し
、
さ
ら
に
は
名
倉
村
が
町
政
施
行
し

た
際
に
駅
名
を
と
っ
て
高
野
口
町
と

な
っ
た
事
例
の
ほ
か
、
駅
名
の
有
為
変

転
が
お
も
し
ろ
く
語
ら
れ
て
い
る
。

　

自
宅
に
近
い
東
松
江
駅
、
前
は
馬ま

が
た潟

駅
だ
っ
た
。
馬
の
形
を
し
た
潟
湖
が
地

名
起
源
ら
し
く
、
八
雲
立
つ
風
土
記
の

丘
に
あ
る
奈
良
時
代
の
意
宇
平
野
模
型

に
そ
の
姿
が
再
現
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
西
出
雲
駅
は
か
つ
て
知
井
宮

駅
だ
っ
た
。『
出
雲
国
風
土
記
』神
門
郡

の
知
乃
社
が
そ
の
後
に
知
宮
そ
し
て
今

の
智
伊
神
社
と
社
名
を
変
え
つ
つ
も
そ

れ
に
ち
な
む
地
域
名
と
し
て
存
在
す
る
。

　

企
画
展「
大
社
駅
の
百
年
」は
終
わ
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
１
９
９
０
年
の
大
社

線
廃
線
は
思
わ
ぬ
駅
名
変
更
を
も
た
ら

し
た
。「
大
社
」
を
冠
し
た
駅
名
が
出

雲
か
ら
消
え
た
こ
と
を
憂
慮
し
て
、
山

陰
本
線
神
西
駅
の
名
称
が
出
雲
大
社
口

と
改
め
ら
れ
た
。93
年
の
こ
と
だ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
駅
か
ら
出
雲
大
社
へ
の

定
期
バ
ス
は
運
航
さ
れ
ず
、
最
寄
り
駅

と
信
じ
た
参
拝
客
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
殺

★
館
長
古こ

ら

む
来
夢

到
。
紆
余
曲
折
の
す
え
99
年
に
現
在
の

出
雲
神
西
駅
に
駅
名
変
更
と
な
っ
た
。

　

観
光
振
興
を
目
論
ん
だ
出
雲
大
社
口

駅
へ
の
変
更
は
当
時
の
出
雲
市
長
・
岩

國
哲
人
さ
ん
の
発
案
だ
っ
た
ら
し
い
。

「
行
政
は
最
大
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
」「
小

さ
な
役
所
、
大
き
な
サ
ー
ビ
ス
」
と
い

う
持
論
の
も
と
斬
新
な
施
策
を
打
ち
出

し
、
出
雲
市
は
ト
ヨ
タ
・
ソ
ニ
ー
と
並

ぶ
優
良
企
業
と
し
て
表
彰
さ
れ
る
ま
で

に
な
っ
た
。
そ
の
岩
國
さ
ん
が
昨
年
10

月
ア
メ
リ
カ
で
亡
く
な
ら
れ
た
。
当
館

の
階
段
脇
の
写
真
に
は
西
谷
３
号
墓
の

調
査
説
明
会
に
聞
き
入
る
岩
國
さ
ん
の

姿
が
写
る
。
ご
著
書
の
絵
本
「
お
ば
あ

さ
ん
の
新
聞
」も
お
読
み
い
た
だ
け
る
。

ぜ
ひ
ご
来
館
い
た
だ
き
、
岩
國
さ
ん
を

偲
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
合
掌
。

（
花
谷　

浩
）

▼
春
季
企
画
展

　

開
催
中
～
５
月
20
日（
月
）

　
「
科
学
の
力
で
解
き
明
か
す
出
雲
の
歴
史
」

　

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
　

４
月
13
日（
土
）、５
月
19
日（
日
）

　
　

い
ず
れ
も
10
時
～

▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

　

開
催
中
～
６
月
10
日（
月
）

　
「
糸
を
つ
む
ぐ
」

　

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
　

５
月
11
日（
土
）、６
月
８
日（
土
）

　
　

い
ず
れ
も
10
時
～

▼
速
報
展

　

好
評
開
催
中
～
５
月
27
日（
月
）

　
「
発
掘
！
斐
川
の
群
集
墳

　

―
結
本
谷
古
墳
群
の
発
掘
調
査
速
報
―
」

▼
出
雲
弥
生
の
森
ま
つ
り
２
０
２
４

　

４
月
28
日（
日
）・
29
日（
月
・
祝
）

　

５
月
３
日（
金
・
祝
）～
６
日（
月
・
休
）

★
展
示
の
ご
案
内

★
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

★
講
座
・
講
演
会
の
ご
案
内

▼
春
季
企
画
展
関
連
講
演
会

①「
こ
こ
ま
で
わ
か
っ
た

上
塩
冶
築
山
古
墳
の
出
土
品
」

　

４
月
14
日（
日
）14
時
～
16
時
30
分

　
●
講
師　

奥
山 

誠
義　

氏

　
　
　
　
　

河
﨑 

衣
美　

氏

　
　
　
　
　

中
尾 

真
梨
子　

氏

　
（
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
研
究
員
）

②
５
月
11
日（
土
）14
時
～
16
時

　
●
講
師　

北
井 

利
幸　

氏

　
　
　
　
　

小
倉 

頌
子　

氏

　
（
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
研
究
員
）

講
座
・
講
演
会
の
申
込
に
つ
い
て

定
員
80
名　

事
前
申
込
必
須（
電
話
・
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
）

●
申
込
受
付
時
間　

９
～
17
時

●
必
須
事
項　

氏
名
・
電
話
番
号

く
わ
し
く
は
、

１
ペ
ー
ジ

 

を
み
て
ね
☆

　
●
受
講
料　

無
料

▼
職
員
リ
レ
ー
講
座

①
６
月
15
日（
土
）14
時
～
16
時

　
「
神
名
火
山
の
ふ
も
と
に
て

　

―
発
掘
調
査
で
わ
か
っ
た
古
代
の
斐
川
―
」

　
●
講
師　

下
江 

裕
貴

②
６
月
29
日（
土
）14
時
～
16
時

　
「
大
社
駅
の
時
代
」

　
●
講
師　

吾
郷　

誠

③
７
月
20
日（
土
）14
時
～
16
時

　
「
鳥
居
を
掘
る 

―
日
御
碕
神
社

鳥
居
保
存
修
理
事
業
か
ら
―
」

　
●
講
師　

黒
田 

祐
介

　
●
受
講
料　

各
３
０
０
円

　
●
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信

　
　

氏
名
・
電
話
番
号
を
記
載
の
う
え
、

　
　

メ
ー
ル
で
申
込
。
受
講
料
無
料


